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　皆さん、こんにちは。
　第14回例会にご出席ありがとうございます。
　暑さも随分おさまり朝晩は寒いくらいの季節になってきました。お身体には充分お気を付けください。
　本日の講師は自衛隊和歌山地方協力本部「栫　憲記 本部長」にお越しいただいています。
　お忙しい中ありがとうございます。当クラブには和歌山県防衛協会に加入している会員も多く会員一同本日

の卓話を楽しみにしておりますので、後ほどよろしくお願いします。
　さて本日10月12日は、2000年（平成12年）に日本初のインターネット専用銀行が開行し、「ジャパンネット銀行」が営業を
開始した日となります（現在はPayPay銀行）。実店舗を構えず新規口座の申し込み・振込・解約など一連の諸手続きをインター
ネットだけで完結出来る銀行はIT時代を担うこれからの新しい銀行のスタイルとして高い評価を得、以後多くの銀行もインターネッ
トバンキングに注力したことから、ネットバンクの先駆け的な存在とされています。つい先日も不具合があり混乱もされていました。
私もPayPayはよく使いますが、まだ会社などはネットバンクに登録しておらず、アナログな私はやっぱり通帳がないと少し不
安ですが、今後は検討していきたいと思います。
　本日もよろしくお願いいたします。

会 長 報 告� 佐藤　義記  会長

幹 事 報 告� 北浦　康臣  幹事

  こばと学園便りが届いております。
 ……………………………………… 回覧

　本日は、私が所属します、地方協力本部
の紹介とわが国を取り巻く安全保障環境な
どについて、お話しさせていただきます。
　自衛隊和歌山地方協力本部は、地域と自
衛隊との窓口として、渉外、広報、自衛官
の募集採用、予備自衛官の招集、退職自

衛官の再就職支援等を担任する機関であり、当本部を和歌
山市築港に、下部組織として6個の事務所（橋本市、和歌山
市、有田市、御坊市、田辺市及び新宮市）を配置し、県内
各地域の連絡調整業務にあたっています。主要な業務を紹介
しますと、自衛官の募集については、中学・高校・大学・一
般の方々を対象に多種多様な採用コースがあり、それぞれ所
定の教育を受けた後、幹部として、あるいは部隊等の中核と
なる曹や士として、理想の未来を実現できる自衛官の募集案
内をしています。中にはパイロットや医官・看護師として活躍
するコースもあります。また、自衛隊を退職し企業等に勤め
ながら、有事の際に常備自衛官の活動を補佐する即応予備

自衛官や予備自衛官、そして自衛隊未経験者が一定の教育
訓練を経た後、予備自衛官となる予備自衛官補の管理を行っ
ています。さらに、ロータリークラブの皆様に強調してご紹介
させて頂く内容として、自衛官の退職後の生活基盤を確保し、
在職中に安心して職務に専念できる環境を担保するため、定
年制及び任期制で退職した自衛官の再就職を支援しています。
是非ともご承知置きをお願い致します。
　さて、現在、わが国は、戦後最も厳しく複雑な安全保障環
境に直面しています。特にわが国の周辺国などは、軍事的な
能力の大幅な強化に加え、ミサイル発射や軍事的示威活動
を急速に拡大・活発化させています。わが国周辺の安全保
障に係る様々な問題が顕在化していることを踏まえ、周辺国
の軍事動向等について説明します。
　まず中国ですが、国防費の高い水準での増加を背景に海
上・航空戦力や核・ミサイル能力を中心に軍事力を広範か
つ急速に強化しています。近年、尖閣諸島周辺を含むわが
国周辺の海・空域において、中国軍機の飛行、同艦艇の航

卓話「わが国を取り巻く安全保障環境」� 自衛隊和歌山地方協力本部　本部長　栫　憲記  さん

委 員 会 報 告�

　本日皆さまに第2回I.D.M.編成表をお配りしております。
　期間は11月1日（水）～25日（金）議題は例会出席率
の向上方法についてです。
　班長、副班長さんはよろしくお願いいたします。

� ロータリー情報委員会　乾　敦雄  委員長
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出席報告 会員数 51名（内出席規定適用免除会員8名）

枡岡　一樹　出席委員長 10月12日（本日） 25名/45名 55.6% 皆さん、出席してください。

■お月見例会

■お誕生日お祝い
釣谷　泰介さん　10月３日、木下　智仁さん　10月９日
堀岡　忠雄さん　10月14日、角野　寛典さん　10月26日
村田　昌之さん　10月29日、寺下　浩彰さん　10月31日

■ピアノ演奏� 中井　利枝さん
ひとときの感傷(倉本　裕基)
新しい風の中で(倉本　裕基)

■卓話「わが国を取り巻く安全保障環境」
� 自衛隊和歌山地方協力本部　本部長　栫　憲記さん

■ロータリーソング� 枡岡　一樹　ソング委員長
「和歌山市市歌」「四つのテスト」

■臨時総会「次々期会長、次期副会長・幹事・会計・理事選出方法」

本日の例会� 10月19日（木）18:30~ 於ダイワロイネットホテル和歌山4F

前回の例会� 10月12日（木）

次回の例会� 10月26日（木）

角谷　芳伸さん 長い間お休みいただきました。
樫畑　友洋さん 栫様、本日の卓話よろしくお願いいたします。
乾　　敦雄さん 栫本部長、本日はよろしくお願いします。
片岡　聖佳さん 自衛隊和歌山地方協力本部本部長栫様よろ

しくお願いします。
加納　研次さん 栫本部長様、本日の卓話よろしくお願いい

たします。
奥村　申二さん 栫様本日の卓話よろしくお願いします。

刀祢　真大さん 栫様、本日の卓話よろしくお願いします。
非常に楽しみにしています。

山﨑　　肇さん 栫様、本日の卓話宜しくお願い致します。
山中　　斉さん 栫さま、本日は卓話よろしくお願いします。
佐藤　義記さん 自衛隊和歌山地方協力本部本部長栫憲記

様、本日お越しいただきありがとうございます。
北浦　康臣さん 栫憲記様本日卓話宜しくお願いします。
枡岡　一樹さん 栫様、本日の卓話よろしくお願いします。

本日の累計…22,000円（計12名12件）　〔お誕生日お祝い…90,000円　奥様花お礼…63,000円　皆出席表彰…20,000円　その他…486,000円　累計…659,000円〕

にこにこ箱にこにこ箱 ありがとうございました

行による活動が拡大・活発化しています。特に懸念されるの
は、ロシアと共同でこれらの活動を繰り返し行っていることです。
また、台湾周辺での軍事活動が活発化しており、地域住民は
もとより、わが国をはじめ国際社会全体において急速に懸念
が高まっています。
　次に北朝鮮は、核・ミサイル開発が急速に進展し、弾道ミ
サイルに核兵器を搭載してわが国を攻撃する能力も保有して
いるとの指摘もあります。米国本土を射程に含む大陸間弾道
ミサイル（ICBM）級の弾道ミサイルを含む発射をかつてない
高い頻度で繰り返し、挑発行為をエスカレートさせています。
　最後にロシアですが、今般のウクライナ侵略は、国際秩序
の根幹を揺るがし、欧州正面において防衛上の最も重大かつ
直接の脅威と受け止められています。また、核戦力を含む各
種装備の近代化を推進し、北方領土及び千島列島に最新装
備を配備するなど軍備を強化しています。さらに、中国との
共同活動など連携を深める動きはわが国と地域の安全保障上
の観点から重大な懸念となっています。
　わが国としては、国民の命と平和な暮らしを守り抜くために、
これらの厳しい現実に正面から向き合い、相手の能力と新
しい戦い方に着目した防衛力の抜本的強化を行う必要があ
ります。こうした認識のもと、政府は、昨年末にわが国の防
衛目標、防衛目標を達成するためのアプローチ、そしてその

手段を包括的に示す「国家防衛戦略」を新たに策定しました。
　戦略環境の変化と防衛上の課題の顕在化を踏まえ、防衛
目標を①力による一方的な現状変更の試みを許容しない安
全保障環境を創出し、②同盟国・同志国などと協力連携し
て抑止対処して、早期に事態を収拾、③万が一、わが国へ
の侵攻が生起した場合は我が国が主たる責任をもって対処し、
同盟国などの支援を受けつつ、これを阻止排除することとし、
この3つの防衛目標を達成するためのアプローチとして、①
わが国自身の防衛体制の強化、②日米同盟の抑止力と対処
力の強化、③同志国などとの連携の強化の3つを掲げてい
ます。防衛省・自衛隊は、防衛戦略などの基本方針に基づき、
防衛力の抜本的強化を推進していきます。
　以上のように、わが国を取り巻く安全保障環境は厳しい状
況にありますが、現場の隊員は、与えられた環境の中で黙々
と任務を果たしていくことに何ら変わるものではありません。
我々地方協力本部としては、引き続き人材の確保(募集)に
注力して参ります。
　結びに、本日は、皆様にお話をさせて頂く貴重な機会を賜
り誠に有難うございました。自衛隊の窓口として地域の方々と
の関わりを大切にし、これからも積極的に活動して参りますの
で、今後ともよろしくお願い申し上げます。


